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(57)【要約】
【課題】筐体からのケーブルの引き出しは、ケーブルグ 
ランドを用いているため、コストダウンが困難であった 
。
【解決手段】筐体２内に設けられ、センサ体１Ａ及びケ 
ーブル５を設けるための収容凹部１０と、収容凹部１０ 
の開口部１０Ａを覆うための蓋体と、を備えたセンサの 
ケーブル引き出し構造において、センサ体１Ａに接続さ 
れたケーブル５は、筐体２に形成されたケーブル引き出 
し口６を貫通して外部に引き出される構造である。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全7頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筐 体 ( 2 ) 内 に 設 け ら れ 、 セ ン サ 体 ( 1 A ) 及 び ケ ー ブ ル ( 5 ) を 設 け る た め の 収 容 凹 部 ( 1 0 ) と  
、 前 記 収 容 凹 部 ( 1 0 ) の 開 口 部 ( 1 0 A ) を 覆 う た め の 蓋 体 ( 2 A ) と 、 を 備 え た セ ン サ の ケ ー ブ  
ル 引 き 出 し 構 造 に お い て 、
　 前 記 セ ン サ 体 ( 1 A ) に 接 続 さ れ た 前 記 ケ ー ブ ル ( 5 ) は 、 前 記 筐 体 ( 2 ) に 形 成 さ れ た ケ ー ブ  
ル 引 き 出 し 口 ( 6 ) を 貫 通 し て 外 部 に 引 き 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き  
出 し 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 ( 6 ) の 基 部 ( 6 A ) に は 、 輪 状 窪 み 部 ( 2 0 ) が 形 成 さ れ 、 前 記 ケ ー  
ブ ル 引 き 出 し 口 ( 6 ) に 設 け ら れ た 熱 収 縮 チ ュ ー ブ ( 2 1 ) の 一 端 ( 2 1 a ) は 、 前 記 輪 状 窪 み 部 (  
2 0 ) に 係 合 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 収 容 凹 部 ( 1 0 ) 内 に は 、 前 記 ケ ー ブ ル ( 5 ) を 固 定 す る た め の ケ ー ブ ル 抑 え ( 1 8 ) が 設  
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構  
造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 セ ン サ 体 ( 1 A ) は 、 鉄 道 に 用 い ら れ る 無 電 源 セ ン サ よ り な る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 １ 、 ２ 、 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 セ ン サ 体 ( 1 A ) は 、 鉄 道 の 車 輪 の 速 度 を 計 測 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、  
３ 、 ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 に 関 し 、 特 に 、 ケ ー ブ ル グ ラ ン ド や ね じ 構 造  
等 を 用 い る こ と な く 、 筐 体 と 一 体 の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 を 用 い て 、 簡 単 に ケ ー ブ ル を 外 部  
に 引 き 出 す た め の 新 規 な 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 用 い ら れ て い た こ の 種 の セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 と し て は 、 例 え ば 、 図 ５  
に 示 す 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 光 電 セ ン サ の コ ネ ク タ 部 の 構 造 、 及 び 、 図 ６ 、 図 ７ で 示 さ  
れ る 本 出 願 人 が 開 発 し た 構 造 を 挙 げ る こ と が で き る 。
　 ま ず 、 前 述 の 図 ５ に 示 さ れ る 第 １ 従 来 構 造 の 場 合 、 光 電 セ ン サ １ に セ ン サ 側 コ ネ ク タ 部  
４ を 斜 面 ３ を 介 し て 首 振 り 自 在 に 設 け る 。 ケ ー ブ ル ５ の 端 部 の ケ ー ブ ル 側 コ ネ ク タ 部 ６ を  
セ ン サ 側 コ ネ ク タ 部 ４ に 着 脱 自 在 に 連 結 す る 。 セ ン サ 側 コ ネ ク タ 部 ４ の 内 部 を 防 水 用 パ ッ  
キ ン に て シ ー ル す る 。 セ ン サ 側 コ ネ ク タ 部 ４ の 防 水 構 造 を 損 な わ ず に 、 最 少 部 品 点 数 で か  
つ 簡 単 に 組 立 て 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 図 ６ 、 図 ７ で 示 さ れ る 社 内 開 発 の 第 ２ 従 来 構 造 の 場 合 、 筐 体 ２ に は 取 付 部 材 ７ が  
ね じ ２ Ｅ を 介 し て 設 け ら れ 、 こ の 取 付 部 材 ７ に 設 け ら れ た ケ ー ブ ル グ ラ ン ド ６ を 介 し て ケ  
ー ブ ル ５ が 外 方 に 引 き 出 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ６ ３ １ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い た た め 、 次 の よ う  
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な 課 題 が 存 在 し て い た 。
　 す な わ ち 、 図 ５ の 第 １ 従 来 構 成 に お い て は 、 筐 体 ２ の 角 部 ８ に 、 ９ ０ 度 首 振 り 型 の ケ ー  
ブ ル 側 コ ネ ク タ 部 ６ が 設 け ら れ 、 ケ ー ブ ル ５ の 引 き 出 し 方 向 を ９ ０ 度 変 更 で き る 構 造 で あ  
る た め 、 コ ネ ク タ 部 の コ ス ト が 割 高 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 図 ６ 及 び 図 ７ で 示 さ れ る 第 ２ 従 来 構 成 に お い て 、 筐 体 ２ の 出 口 側 ３ に は 、 ケ ー ブ  
ル ５ を 引 き 出 す た め の ケ ー ブ ル グ ラ ン ド ６ が 設 け ら れ て い る 。
　 そ の た め 、 前 記 ケ ー ブ ル グ ラ ン ド ６ は そ の 性 能 は 高 い が 、 コ ス ト 高 と な り 、 大 量 に 用 い  
る 場 合 に は 、 よ り 一 層 コ ス ト ダ ウ ン を 必 要 と し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 特 に 、 ケ ー ブ ル グ ラ ン  
ド や ね じ 構 造 等 を 用 い る こ と な く 、 筐 体 と 一 体 の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 を 用 い て 、 簡 単 に ケ  
ー ブ ル を 外 部 に 引 き 出 す た め の セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 は 、 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 セ ン サ 体 及 び ケ ー  
ブ ル を 設 け る た め の 収 容 凹 部 と 、 前 記 収 容 凹 部 の 開 口 部 を 覆 う た め の 蓋 体 と 、 を 備 え た セ  
ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 に お い て 、 前 記 セ ン サ 体 に 接 続 さ れ た 前 記 ケ ー ブ ル は 、 前 記  
筐 体 に 形 成 さ れ た ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 を 貫 通 し て 外 部 に 引 き 出 さ れ る 構 成 で あ り 、 ま た 、  
前 記 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 の 基 部 に は 、 輪 状 窪 み 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 に  
設 け ら れ た 熱 収 縮 チ ュ ー ブ の 一 端 は 、 前 記 輪 状 窪 み 部 に 係 合 し て い る 構 成 で あ り 、 ま た 、  
前 記 収 容 凹 部 内 に は 、 前 記 ケ ー ブ ル を 固 定 す る た め の ケ ー ブ ル 抑 え が 設 け ら れ て い る 構 成  
で あ り 、 ま た 、 前 記 セ ン サ 体 は 、 鉄 道 に 用 い ら れ る 無 電 源 セ ン サ よ り な る 構 成 で あ り 、 ま  
た 、 前 記 セ ン サ 体 は 、 鉄 道 の 車 輪 の 速 度 を 計 測 す る 構 成 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 次  
の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 筐 体 内 に 設 け ら れ 、 セ ン サ 体 及 び ケ ー ブ ル を 設 け る た め の 収 容 凹 部 と 、 前 記  
収 容 凹 部 の 開 口 部 を 覆 う た め の 蓋 体 と 、 を 備 え た セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 に お い て  
、 前 記 セ ン サ 体 に 接 続 さ れ た 前 記 ケ ー ブ ル は 、 前 記 筐 体 に 形 成 さ れ た ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口  
を 貫 通 し て 外 部 に 引 き 出 さ れ る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 が 筐 体 に 設 け ら れ て い る  
た め 、 一 体 化 さ れ 、 大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン を 達 成 で き る 。
　 ま た 、 前 記 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 の 基 部 に は 、 輪 状 窪 み 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 ケ ー ブ ル 引 き  
出 し 口 に 設 け ら れ た 熱 収 縮 チ ュ ー ブ の 一 端 は 、 前 記 輪 状 窪 み 部 に 係 合 し て い る こ と に よ り  
、 ケ ー ブ ル と ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 と が 一 体 状 に 係 合 し 、 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 に 設 け ら れ た  
熱 収 縮 チ ュ ー ブ に よ っ て 、 ケ ー ブ ル と ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 が 一 体 状 に 結 合 し 、 か つ 、 熱 収  
縮 チ ュ ー ブ の 端 部 が 輪 状 窪 み 部 に 係 合 し て 収 縮 す る た め 、 接 続 及 び 防 水 に 優 れ た ケ ー ブ ル  
引 き 出 し 構 造 を 得 る こ と が で き る 。
　 ま た 、 前 記 収 容 凹 部 内 に は 、 前 記 ケ ー ブ ル を 固 定 す る た め の ケ ー ブ ル 抑 え が 設 け ら れ て  
い る こ と に よ り 、 筐 体 の 収 容 凹 部 内 で の ケ ー ブ ル の 固 定 を 確 保 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 前 記 セ ン サ 体 は 、 鉄 道 に 用 い ら れ る 無 電 源 セ ン サ よ り な る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル  
の 引 き 出 し 構 造 の 強 固 な セ ン サ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 鉄 道 の 安 定 し た 走 行 を 得 る こ と  
が で き る 。
　 ま た 、 前 記 セ ン サ 体 は 、 鉄 道 の 車 輪 の 速 度 を 計 測 す る こ と に よ り 、 高 精 度 の 速 度 制 御 を  
行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 右 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 図 １ の 内 部 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ 従 来 構 成 の 分 解 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ 従 来 構 成 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 右 側 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 は 、 ケ ー ブ ル グ ラ ン ド や ね じ 構 造 等 を 用 い  
る こ と な く 、 筐 体 と 一 体 の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 を 用 い て 、 簡 単 に ケ ー ブ ル を 外 部 に 引 き 出  
す こ と で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 と 共 に 本 発 明 に よ る セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ  
い て 説 明 す る 。
　 尚 、 従 来 例 と 同 一 又 は 同 等 部 分 に は 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
　 図 １ に お い て 符 号 １ で 示 さ れ る も の は 、 例 え ば 、 鉄 道 等 の 車 輪 の 速 度 等 を 計 測 す る た め  
の 周 知 の 無 電 源 セ ン サ 等 か ら な る セ ン サ で あ り 、 そ の 筐 体 ２ は ア ル ミ ニ ウ ム 等 （ 形 状 製 作  
の 容 易 さ 、 温 度 が 保 持 さ れ ず に 対 温 度 特 性 に 優 れ る 、 軽 く て 耐 磁 性 が 良 好 で あ る ） の 材 質  
で 形 成 さ れ て い る 。
　 前 記 筐 体 ２ は 、 ア ル ミ 鋳 造 又 は ア ル ミ 切 削 等 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 そ の 内 部 に は 、  
収 容 凹 部 １ ０ と し て の 空 間 が 形 成 さ れ 、 前 記 収 容 凹 部 １ ０ 内 に は 、 図 ３ 、 図 ４ で 示 さ れ る  
ケ ー ブ ル ５ 等 が 内 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 筐 体 ２ の 収 容 凹 部 １ ０ 内 に は 、 一 部 露 出 し て い る が 一 対 の コ ア か ら な る 第 １ セ ン サ  
部 １ ２ 及 び 第 ２ セ ン サ 部 １ ３ が セ ン サ 体 １ Ａ と し て ２ 相 検 出 出 力 を 出 力 で き る よ う に 構 成  
さ れ て い る 。
　 リ ー ド 線 １ ６ は 、 結 束 ひ も １ ７ を 介 し て 前 記 ケ ー ブ ル ５ に 接 続 さ れ 、 前 記 ケ ー ブ ル ５ は  
、 ケ ー ブ ル 抑 え １ ８ に よ り 固 定 ね じ １ ９ 介 し て 前 記 収 容 凹 部 １ ０ 内 に 強 固 に 保 持 さ れ て い  
る 。
　 束 ね ら れ た リ ー ド 線 １ ６ が 接 続 さ れ た ケ ー ブ ル ５ は 、 前 記 ケ ー ブ ル 抑 え １ ８ を 通 り ケ ー  
ブ ル 引 き 出 し 口 ６ を 貫 通 し て 外 部 に 引 き 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 ６ は 、 前 記 筐 体 ２ と 一 体 に 成 形 も し く は 形 成 さ れ て お り 、 そ の  
基 部 ６ Ａ の 基 部 外 周 ６ ａ に は 、 溝 か ら な る 輪 状 窪 み 部 ２ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
　 前 記 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 ６ の 外 面 は 、 熱 収 縮 チ ュ ー ブ ２ １ に よ っ て 覆 わ れ 、 こ の 熱 収 縮  
チ ュ ー ブ ２ １ は 、 加 熱 に よ っ て 前 記 ケ ー ブ ル ５ の 一 部 、 前 記 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 ６ 及 び 輪  
状 窪 み 部 ２ ０ を 覆 う よ う に 収 縮 し て 変 形 す る 。
　 前 記 熱 収 縮 チ ュ ー ブ ２ １ の 一 端 ２ １ ａ は 、 前 記 輪 状 窪 み 部 ２ ０ に 位 置 し 、 前 記 熱 収 縮 チ  
ュ ー ブ ２ １ の 他 端 ２ １ ｂ は 前 記 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 ６ と 前 記 ケ ー ブ ル ５ の 重 合 す る 部 分 ３  
０ に 位 置 し て い る 。 こ れ に よ り 、 外 部 か ら 前 記 ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 ６ を 介 し て 前 記 筐 体 ２  
内 の 前 記 収 容 凹 部 １ ０ 内 へ の 水 分 の 侵 入 を 完 全 に 防 止 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 接 続 及  
び 防 水 に 優 れ た ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 を 得 る こ と が で き る 、 す な わ ち 信 頼 性 の 高 い 防 水 型  
の セ ン サ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 収 容 凹 部 １ ０ 内 の ケ ー ブ ル ５ は 、 圧 着 端 子 絶 縁 チ ュ ー ブ ２ ２ を 有 す る 圧 着 端 子 ２ ３  
に よ っ て リ ー ド 線 １ ６ に 接 続 さ れ 、 前 記 筐 体 ２ の 底 部 ２ ６ に は 、 前 記 リ ー ド 線 １ ６ が 接 続  
さ れ た 前 述 の 第 １ 、 第 ２ セ ン サ 部 １ ２ 、 １ ３ か ら な る セ ン サ 体 １ Ａ が 設 置 さ れ て い る 。 な  
お 、 第 １ 、 第 ２ セ ン サ 部 １ ２ 、 １ ３ の 角 度 位 置 は 、 そ れ ぞ れ 固 定 ね じ ２ ６ ａ に よ っ て 調 整  
さ れ て い る 。
　 前 記 収 容 凹 部 １ ０ 内 に 前 記 ケ ー ブ ル ５ と 前 記 リ ー ド 線 １ ６ と が 収 容 さ れ た 後 は 、 前 記 収  
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容 凹 部 １ ０ 内 に 、 エ ポ キ シ 等 の 充 填 剤 ２ ５ が 充 填 さ れ る こ と に よ り 、 前 述 の リ ー ド 線 １ ６  
、 ケ ー ブ ル ５ 、 圧 着 端 子 ２ ３ 及 び 各 セ ン サ １ ２ 、 １ ３ 部 の 一 部 の 前 記 収 容 凹 部 １ ０ 内 に お  
け る 位 置 が 定 ま る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 述 の 状 態 で 、 前 記 筐 体 ２ の 収 容 凹 部 １ ０ の 開 口 部 １ ０ Ａ を 蓋 体 ２ Ａ で 覆 う こ と に よ り  
、 前 記 セ ン サ １ は 完 成 し た こ と に な る 。
　 前 述 の よ う に 、 完 成 し た セ ン サ １ は 、 例 え ば 、 鉄 道 の 車 輪 の 図 示 し な い 歯 車 の 近 傍 位 置  
に 取 付 部 材 ７ 及 び 取 付 用 孔 ７ ａ を 用 い て 装 着 さ れ 、 歯 車 の 回 転 に 伴 っ て 前 記 各 第 １ 、 第 ２  
セ ン サ １ ２ 、 １ ３ 部 か ら 、 第 １ 相 、 第 ２ 相 の 回 転 ア ナ ロ グ 信 号 が 得 ら れ る 。
　 前 記 各 ア ナ ロ グ 信 号 は 、 図 示 し な い Ａ ／ Ｄ 変 換 器 に よ っ て デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ 、  
他 の 処 理 回 路 に よ っ て 走 行 制 御 に 用 い ら れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ る セ ン サ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 は 、 樹 脂 又 は ア ル ミ ニ ウ ム か ら 一 体 成 形 又  
は ア ル ミ 切 削 に よ っ て 製 作 さ れ た 筐 体 を 用 い 、 収 容 凹 部 内 に 収 容 さ れ た 第 １ 、 第 ２ セ ン サ  
部 の 一 部 、 リ ー ド 線 等 に つ な が る ケ ー ブ ル を 、 筐 体 と 一 体 の ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口 を 貫 通 し  
て 簡 単 に 外 部 に 引 き 出 す た め 、 コ ス ト ダ ウ ン を 達 成 で き る 。 ま た 、 こ の ケ ー ブ ル 引 き 出 し  
口 を 熱 収 縮 チ ュ ー ブ で 封 じ る た め 、 外 部 か ら セ ン サ 内 へ の 水 分 の 侵 入 を 確 実 に 封 じ 、 接 続  
及 び 防 水 に 優 れ た ケ ー ブ ル 引 き 出 し 構 造 に よ り 信 頼 性 の 高 い 防 水 型 の セ ン サ を 得 る こ と が  
で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １   セ ン サ
　 １ Ａ   セ ン サ 体
　 ２   筐 体
　 ２ Ａ   蓋 体
　 ５   ケ ー ブ ル
　 ６   ケ ー ブ ル 引 き 出 し 口
　 ６ Ａ   基 部
　 ６ ａ   基 部 外 周
　 ７   取 付 部 材
　 ７ Ａ   取 付 用 孔
　 １ ０   収 容 凹 部
　 １ ０ Ａ   開 口 部
　 １ ２   第 １ セ ン サ
　 １ ３   第 ２ セ ン サ
　 １ ６   リ ー ド 線
　 １ ７   結 束 ひ も
　 １ ８   ケ ー ブ ル 抑 え
　 １ ９   固 定 ね じ
　 ２ ０   輪 状 窪 み 部
　 ２ １   熱 収 縮 チ ュ ー ブ
　 ２ １ ａ   一 端
　 ２ １ ｂ   他 端
　 ２ ２   圧 着 端 子 絶 縁 チ ュ ー ブ
　 ２ ３   圧 着 端 子
　 ２ ５   充 填 剤
　 ２ ６   底 部
　 ２ ６ ａ   固 定 ね じ
　 ３ ０   部 分
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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